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（あらいいえみつ）

深谷市原郷在住
昭和30年 5月 5日生まれ（50歳）

■主な経歴
　昭和49年 3月  県立熊谷高校卒業
　昭和55年 3月  帝京大学医学部卒業
　平成 7 年 4月  埼玉県議会議員就任
　平成11年 2月  旧深谷市長就任
　平成18年 2月  深谷市長就任

式
典
で
新
井
市
長
は
、「『
次
代
を

担
う
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
こ
と
』、

『
地
域
の
伝
統
と
自
然
を
守
り
、
育

て
る
こ
と
』、『
公
正
・
公
平
・
公
開

の
市
政
運
営
を
進
め
る
こ
と
』
の
３

点
を
市
政
運
営
の
基
本
理
念
と
し
、

勇
気
と
信
念
を
持
っ
て
市
政
進
展
に

邁ま
い

進し
ん

し
て
ま
い
り
た
い
」
と
式
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
総
務
大
臣
か
ら
旧
１
市

３
町
の
市
長
・
町
長
に
対
し
て
合
併

功
労
者
表
彰
状
が
贈
ら
れ
た
ほ
か
、

３
月
５
日
、
深
谷
市
民
文
化
会
館
で
「
深
谷
市
誕
生
記
念
式
典
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
式
典
に
は
県
知
事
、
国
会
議
員
を
は
じ
め
、
招
待
者
約
１
，
０
０
０
人

が
出
席
し
、
新
「
深
谷
市
」
の
誕
生
を
盛
大
に
祝
う
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
発
展

を
誓
い
ま
し
た
。

この度、市民の皆様の絶大なるご支援により、初代
深谷市長に就任いたしました。改めて、その責任の重
さを痛感し、新市のまちづくりに全力で取り組んでま
いる決意を新たにしているところでございます。
深谷市・岡部町・川本町・花園町の合併により誕生

した新「深谷市」は、雄大な自然に恵まれるとともに、
農業・工業・商業の均衡の取れた産業を有し、人と自
然の共生する都市としてさらなる発展が期待されてお
ります。
私は、旧市町の歴史、文化、産業、自然を大切に引

き継ぎ、この地域の魅力をさらに磨くことにより、新
市の将来都市像である「笑顔にあふれ活力を創出する
　しあわせ市民都市」の実現に向けて全力を傾注して
まいる所存でございます。
市民の皆様におかれましては、引き続き市政進展に

あたたかいご理解とご協力を賜りますようお願いいた
します。
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アトラクションで披露された深谷市の郷土芸能

保存会は畠山重忠公の遺徳
をしのび後世に伝えるため昭
和 63 年に結成。重忠公の
生涯を表現した、力強い太
鼓が披露されました。

重
しげ

忠
ただ

太
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鼓
こ
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元
合
併
協
議
会
委
員
な
ら
び
に
監
査

委
員
に
新
井
市
長
か
ら
感
謝
状
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
全
国
公
募
に
よ
り
決
定
し

た
新
「
深
谷
市
」
の
市
章
の
発
表
と
、

新
潟
県
南み
な
み

魚う
お

沼ぬ
ま

市し

、
静
岡
県
岡お
か

部べ

町ち
ょ
う、
岩
手
県
田た

野の

畑は
た

村む
ら

と
の
友
好
都

市
提
携
も
併
せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

で
は
、
旧
１
市
３
町
の
郷
土
芸
能
が

披
露
さ
れ
、
新
市
の
新
し
い
門
出
を

盛
大
に
祝
い
ま
し
た
。

本郷地区に伝承された獅子
舞で、毎年７月と10 月、藤
田神社に奉納されています。
「雨乞い獅子」とも呼ばれる
舞が演じられました。
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小前田地区に伝わる祭りば
やしで、毎年10月上旬、諏
訪神社に奉納されています。
にぎやかな祭りばやしが会
場を盛り上げました。
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台
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「手踊り」と「段
だん

物
もの

」を伝え、
「段物」とは手踊りと芝居の
要素を持つものです。歌や踊
りを含む寸劇に、拍手喝さい
が送られました。
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作
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踊
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就任あいさつ

新「深谷市」の初代市長が就任しました

友好都市提携協定書に署名する、左から新井深谷市長、
井
い

口
ぐち

南魚沼市長、井
い

田
だ

岡部町長、上
かみ

机
つくえ

田野畑村長

深谷青年会議所の主催で作られた「新深谷市2006」の
人文字。新市の人口の約１％、1,480人が参加しました

新しい市章の発表


